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身 頃 パ ターン と肩部・ 頚部との関わりについて

共立,女 大家 政　　　　　　　 開墾　 治子　　 百田　 裕子　o   河 合　 伸子

被　 服　103

＜ 目 的＞

身頃パタ ーンにおいて個 体差が 著しく 表れる肩部及び頚部の 体型特 徴を把握し 、体型別の

パタ ーン分類を試みた。

＜方 法＞

被験 者、成人女子1    4   1 名 につ いて、以下の手法よりデ ータ を採 取した 。

1 . 身 体各 部の計測デ ータ

2  .･シ ル エッタ ー写真よりの計測デ ータ

3.1. の 計 測項目より作成し 、試着・ 補正された 原型から 採取し たデ ータ

４ ．右肩部から衿ぐりに かけて 石膏 型取りを行い、石膏抜 き型よ りの計測デ ータと内部に

サ ージカ ルテ ープ を貼付し 、平面展開図を作成し 、展開図より 採取し たデ ータ

以 上のデ ータから各項目ご とに 主成分分析を行いその 傾向を とら え、更に形状特性と身頃

パタ ーンとの関係を見るため に各手 法より選定し た項目を総 合的 に主成分分析を行った 。

＜ 結果＞

総合的に主成分分 析を 行っ た結果、肩下がり角度と頚付 根形 状及び 身頃パタ ーンとの関 係

、肩の方向性と頚付根形 状及び 身頃パタ ーンとの関係の成分 が抽 出された。この結果より

屑形状による体型 分類 が可 能になり、肩部・頚部の個体差を 考慮し たパタ ーン作成のため

の必要最低限の計 測項 目を選定し た。更に、体型分類した 特徴的 パタ ーンの頚付 根前後 幅

径・ 厚径のバランスについて考 察を 加えた 。
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の 動きと 衣服パ ターン との関 連につ いて

家 政　　　　 間壁　 治子　o  百 田　 裕子 河 合　 伸 子

目的　 衣●<9>と り 量li 、適 切な 部位に必要な分量 が配 分さ れていれIf , 比 較 的 少ない 分

量でも動作可能と思 われる。本報は、人体の中で最 も動作域の広い上肢帯部に焦点を 当て

、ゆとり 量の違い 、袖付線の違いによる可動範 囲の差をとらえ、上肢動作に 伴うゆと り量

の目安を求めた'。

方法　1  . 人 体 の動作時の形状、寸法、皮膚面 の変化 をデルマト グラフと石膏型取 りを

行いデ ータを採 取し た。　2   .    1 の 結 果をふ まえ、ゆとり量とその配分状態 を変 化さ せた

実験 衣1  1 種 を 作成し、上肢の動きに 伴う 実験衣の追従性と可動範囲を求め た。　3   .    2

の 結果 をふまえ、適切なゆとり量 のブ ラウ スを作成し、サイズ適 合範囲 内の被験者で適合

状 態を検討し た。

結果　 上肢挙上に伴う部位の変化は 、三角 筋の起始部よりの変化とし てとらえられ、面

の 変化では、肩先の部位の上昇と 収縮、旅寓部の上昇と伸展 、後肢高幅の伸展が みられた

。このことより 、パ ターンでは 肩線と袖ぐ り線の設定が重要であ り、袖付線は一般には肩

先 と前後肢高点を通 る線が用いられるが、肩幅の1  ／2 の 点 と前後肢高点を結ぶ 線が 適す

ると考えられた 。ゆ とり量とその配分状態を変化さ せた実験衣では、身頃のゆと り量は 、

1   0 % で 屑 上が りがあ るもの、ラグランスリ ーブ のもの、筒袖のラグランスリ ーブ のもの

が上肢動作に伴 う追従性が良く 、動作域が大きい 結果を得 た。また、ブラウ スの 着用 実験

で も肩上がり 、ラグランスリ ーブのデザインの ものが上肢動作がし易く着心 地が 良い と評

価された 。


